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【リンクベルトの取り扱いについて】
■両開きバックル
バックルの中央の割れ目の部分から左右に持ち上げるように引き上げてく
ださい。腕に通した後はまた中央部分に戻し、はまるまで押し込んでくだ
さい。

■両開きバックル (プッシュ式 )
プッシュボタン式のリンクベルトの留め具を外す際、また留める際にも、
必ずプッシュボタン（図1）を押して、着脱してください。
プッシュボタンを押さずに留め具を留めますと、故障の原因となります。

※サイズ調整に関しましては専用の工具が必要となります。調整をご希望
される場合は、ご購入店、またはお近くの時計店へご依頼ください。
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図2 バネ棒外し（Y型側）

伸縮方向

【バネ棒外しを使ったベルト交換方法】
バネ棒外し (先端がY型側 )をご使用ください。
バネ棒には両側に溝があります。(図1)
両側共、押すと伸縮します。(図2)
溝にはバネ棒外しのY字型側が引っかかります。(図3)

《ベルトを外す》 ※ラグの外側に穴がある場合 
1. I字型のバネ棒外しをご用意ください。先端をラグの穴に差しこみます。時
　計本体に当たるとキズが付く恐れがございますので、慎重に差し込んでく
　ださい。力を少し加えますので、リューズが上に向くように時計を置きます。
2. しっかりと手で時計本体をおさえて、更にバネ棒を押し込みます。バネ棒
　の状態によっては固い場合もあります。 
3. バネ棒を押し込んだ状態でベルトをずらします。 バネ棒が引っかからない
　ので、簡単に外れます。

《ベルトを外す》※ラグの外側に穴が無い場合
1.Y 型のバネ棒外しをご用意ください。時計のラグとベルトの隙間に先端を 
　差し込みます。このとき時計本体に当たるキズが付く恐れがございますの
　で、慎重に差し込んでください。力を少し加えますので、リューズが上に
　向くように時計を置きます。
2. 時計を手でしっかりと持ち、バネ棒の溝に引っ掛け、てこの要領でバネ棒
　を押し下げます。 
3. バネ棒を押し下げたまま、バネ棒外しの先端を手前に引くようにすると、
　簡単に外れます。 

《新しいセパレートタイプのベルトを取り付ける》
※ラグの外側に穴があるもの・ないもの（共通）
1.ベルトに元々付いていたバネ棒を使う為、指で摘んで引き抜いてください。
　長期間使用したバネ棒は取り外しにくい事があります。
2. バネ棒を新しいベルトに差し込みます。ベルトの両側から、均等にバネ棒
　の先端が飛び出るように差し込んでください。12 時側、6 時側、共に用
　意します。
3. まずは 6 時側のベルトを装着します。ラグの内側にある穴に、片側だけ
　を引っ掛けます。この時、力を少し加えますので、リューズが上に向くよ
　うに時計を置きます。

4. 時計と取り付けるベルトを手でしっかりと持ち、バネ棒外しの Y 型側を
　使って慎重にバネ棒を押し下げます。バネ棒外しの先端　をラグの間へず
　らしていきます。押し下げた力を緩めて、左手でそっとベルトを動かします。
　カチリ！という音が聞こえたら取り付け完了です。12 時側も同じように
　取り付けます。
5.最後にベルトを少し引っ張って、バネ棒がラグ穴にしっかり入っているか、
　確認してください。
※バネ棒外しは 先端が鋭利になっている為、 十分にご注意ください。

《ベルトを外す》 ※ピンレバータイプ
時計本体を裏返し、ベルトの付け根にあるレバーを引いてベルトを外します。

《新しいベルトを取り付ける》 ※ピンレバータイプ
1. 時計本体とベルトを裏返し、レバーがある方の反対側①から時計本体に差
　し込みます。
2.レバーをスライドさせ、もう片側②も時計本体に差し込みます。
3. 左右きちんと穴に入っていることを確認し、反対側も同じように取り付け
　ます。
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【メッシュベルトのサイズ調整】
小さなマイナスドライバー（又は同じようなもの）を図 1 のように留め具の穴
に差し込み、留め金をもち上げます。その後留め具をスライドさせ（図2）、お
好みの位置でベルト裏側の溝と金具の溝を合わせた状態で指で押さえます。
押し上げた時と同様にドライバーを穴に差し込み、てこの原理で押し戻しま
す。（図3）
※溝にしっかりとはまっていない場合や、上記以外の方法で無理に押します
と破損する恐れがございますのでご注意ください。

【メッシュベルトの留め具の付け方】
12時側の金具（Ａ）の内側にあるフック（Ｂ）を留め具の棒（Ｃ）にかけます。
（図1）
※Ｂ・Ｃをきちんと引っ掛けないと落下や破損の原因になります。棒にかけ
たら金具（Ａ）をかぶせます。
その後反対側の安全金具（Ｄ）をかぶせ、完了です。（図３）


